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電事連会長 定例会見要旨 
（2008年 6月13日） 

 
本日は電事連会長として最後の会見になります。 
初めに、私からいつものように 1 点ご報告し、ご質問をお受けしたいと思います。その後、
森新会長に同席いただき、交代のご挨拶をさせていただきたいと思いますのでよろしくお願い
いたします。 

 
１．この夏の電力需給の見通しについて 

 
まず「この夏の電力需給の見通し」についてご報告させていただきます。資料1をご覧くだ
さい。 
気象庁の3か月予報によりますと、今年の夏の気温は、全国的に平年より高めになると予測
されています。 

 
これらの予報や過去の実績などを踏まえた電力 10 社のこの夏の最大電力は、1 億 8,083 万
kWと想定いたしました。一方、対する供給力については1億9,959万 kW程度を計画しており、
1,876万 kW、10.4％の予備力を確保できる見通しです。 

 
しかしながら、30℃を超えるような日中に気温が 1℃上昇しただけで、全国の最大電力は原
子力約5基分に匹敵する約500万kWも増加いたします。 

  さらに、予期せぬ設備のトラブルなど不測の事態もないとは限りません。昨年の夏同様、こ
の夏も各社とも気を引き締めて安定供給に万全を期してまいります。 
 

なお、東京電力では、ご案内のとおり柏崎刈羽原子力発電所が引き続き全号機停止しており
ます。 
こうした中、建設中の火力発電プラントの一部営業運転開始や休止中の火力発電プラントの
運転再開などにより、供給力は確保できると考えておりますが、長期間使用してきたプラント
をフル稼働させることや、猛暑による高需要の可能性もあることから、昨年に引き続きお客さ
まに節電のご協力をお願いすることといたしました。誠に申し訳ございませんが、ご理解とご
協力をお願いいたします。 

 
２. 会長交代挨拶・電事連の役員人事について 
 
＜勝俣会長のご挨拶＞ 

本年 1 月にご報告いたしましたが、今月 26 日付をもちまして、私は電気事業連合会会長を
退任し、後任の会長を関西電力の森社長にお願いすることになりました。 

 
会長としての3年間を振り返りますと、六ヶ所再処理工場の建設推進、電気事業制度改革の
議論、発電設備に係るデータ改ざん問題、地球環境問題への対応をはじめ、柏崎刈羽原子力の
被災と耐震バックチェック、燃料価格の高騰など色々な課題があり、追われてきたというか、
ひとつひとつこなしてきたというか評価が分かれるところですが、色々なことがあったという
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のが正直な感想です。 
 

後任の森さんですが、私が企画部長であった時に、森社長も関西電力の企画部長であり、電
力業界が難局に直面している今、業界をまとめ、引っ張っていただける方は他にないと考えて
おります。新会長をぜひよろしくお願いいたします。 

 
また、本日の総合政策委員会で、これまで森社長にお願いしていた電事連副会長の後任を四
国電力の常盤社長にお願いすることになりました。合わせてよろしくお願いいたします。 

 
最後になりますが、皆さまには、この3年間大変にお世話になりました。厚く御礼申しあげ
ます。 
それでは、後は森新会長にお任せいたしたいと思います。 

 
＜森新会長のご挨拶＞ 

関西電力の森です。このたび電事連会長の大役を仰せつかる事になりました。よろしくお願
いいたします。 

 
勝俣会長は、只今のご挨拶にもありましたが、電力業界を取り巻く環境が大きく変化する大
変難しい時期に、強い指導力で業界をリードしていただきました。 

   
私も、電力各社をはじめ関係各方面のご協力とご支援をいただきながら、原子力発電所の設
備利用率の向上、六ヶ所再処理工場の本格操業、プルサーマルの導入の早期実現、高レベル放
射性廃棄物の処分場選定をはじめとする原子力推進や、地球環境問題への対応などの諸課題に
全力で取り組み、微力ですが、電気事業さらにはわが国の産業・社会の発展のために力を尽く
したいと考えております。 

 
今後大変お世話になりますが、よろしくお願いいたします。 

私からは以上です。 
 



　　2008年６月13日
　　電気事業連合会

１．今夏（６月～８月）の気象見通し
　気象庁の３ヶ月予報によると、太平洋高気圧の日本付近への張り出しは例年以上と
予想されることから、６～８月の平均気温は、西日本・南西諸島では平年を上回る確
率が50％と高く、北日本・東日本でも40％の確率を予測している。
　また、降水量は、全国的にほぼ平年並みと予測している。

２．今夏の最大電力予想と供給力（発電端10社合計）

　最　大　電　力　（Ａ）
　供 　 給　  力　（Ｂ）
　供 給 予 備 力　（Ｃ）＝（Ｂ）－（Ａ）
　供 給 予 備 率　（Ｄ）＝（Ｃ）／（Ａ）

３．近年の最大電力の推移

98年度 99年度 00年度 01年度 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度

発生日 8月3日 8月4日 8月25日 7月24日 8月1日 8月5日 7月20日 8月5日 8月7日 8月22日 -

最大電力
（万kW） 16,832 16,866 17,307 18,269

（過去最大）
17,984 16,727 17,430 17,770 17,498 17,928 18,083

対前年増加量
（万kW） 49 34 441 962 ▲285 ▲1,257 703 340 ▲272 430 155

対前年伸び率
（％） 0.3 0.2 2.6 5.6 ▲1.6 ▲7.0 4.2 2.0 ▲1.5 2.5 0.9

　※　07年度までの実績値は発電端1日最大、08年度夏季最大電力の想定値は発電端3日平均

以　上
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電気事業連合会 役員人事 

 
 
電気事業連合会の役員人事のうち、会長人事については、本年 1月の総合政策委員会
において決議しておりますが、その他の役員人事についても、本日の総合政策委員会に
おいて、以下のとおり決議いたしましたのでお知らせいたします。 
 なお、会長・副会長の交代は、いずれも 6月 26日を予定しております。 

 

現 新 

会長 

  勝俣
かつまた

 恒久
つねひさ

（現 東京電力社長） 

（6月 26日付で東京電力会長に就任予定）

会長 

  森
もり

  詳介
しょうすけ

（現 関西電力社長） 

 

副会長 

  森
もり

  詳介
しょうすけ

（現 関西電力社長） 

副会長 

  常盤
とき わ

 百樹
もも き

（現 四国電力社長） 

※この他の役員については、変更ありません。 
以 上 

 
（ご参考）        

電気事業連合会の役員新体制（6月 26日以降） 
 

会 長           森
もり

  詳介
しょうすけ

（関西電力社長） 
副会長           高橋

たかはし

 宏明
ひろあき

（東北電力社長） 
                    常盤

とき わ

 百樹
もも き

（四国電力社長） 
                    森本

もりもと

 宜久
よしひさ

（東京電力取締役） 
専務理事          伊藤

いと う

 範久
のりひさ

（中部電力取締役） 
理事 事務局長       廣江

ひろ え

  譲
ゆずる

 (関西電力取締役) 
理事 事務局長代理     田中

たな か

 秀昭
ひであき

（東京電力） 
理事 地層処分推進本部長  杉山

すぎやま

 一弥
かず や

（東京電力） 


